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最近或る人 の 随筆に医者に向く人の 三条件と いうの が
あ っ た . そ れ は , ｢ 丈夫な体｣, ｢優し い 心｣, ｢まずまず
の頭｣ と いうもの で ある . 云 わ れ て みると , 何も医者計
りで なく, す べ て の 場合に通用しそうで ある . こ の中 で
も, 或 る程度客観的に判断で きそう なの は , ｢体｣と
｢頭｣で あろう . ｢体｣の 健康は臨床医学的にそれなりの
デ ー タ ー が と れる し, ｢ 頭｣の 程度も各種試験 (偏差値
が主?) で絶対で はな い が判断は出来る . 難 し い の は第
2番目の ｢優しさ｣ である .
こ の様な心の 問題と い う の は夫々 人によ っ て 見方評傾
が千差万別で ある . 然も こ の 三者は夫々独立 して る様に
見えるが必ずしもそうで な い ら し い . そ し て , ｢ 優し い
心｣ と は, 自分も相手と同じ人間で あると いう意識か ら
他人 の痛みや憂 い が分る心で あり, 感受性豊かな心の こ
と であると い う.
私も大学(がん研) を離れて 福井県衛生研究所(衛研)
に七年 , そ の緑 で福井県結橡予防会 (結防)の 世話を仰
せ つ か っ て 三年 , 医学と係わる社会保健分野で , 人 と の
出合 い 交流に こ の ｢心の優しさ｣ が如何に必要か を痛感
させられた . こ の 十年の 日常は , 臨床 の所謂御医者と し
て の つ きあ い で はなか っ た . 専門とした基礎医学の 外に,
医師資格と して の 医学的知識観点を私が充分 ｢優しく｣
活かし てくれる で あらうと いう期待に満ちた人 々 と の出
合い であ っ た. 衛研, 結防と いう公衆衛生的保健 , 時に
は福祉関連の 諸業務に は未経験も多く, 常に我が身の眼
線を低くして , ｢優しさ｣ を意識して 実践した積りで 何
とか カ バ ー し て来た . 勿論, 周辺 の金大医出身諸君 に肋
けられた のも事実である .
こ の ｢優しさ｣ は従来女性特有の性格と見られ て い る
が , そ れ とは多少異なる ニ ュ ア ン ス もありそう である .
人 は ｢優しさ｣ の 下 に生きると い い , 太閤秀吉成功の 根
塘は他人 に対する ｢優しさ｣ で あるとも いう . そ の ｢優
しさ｣ はどう したら得られる で あらうか . 生 れ つき のも
のもあるが , 或 る程度努力で 身に つ けられそうである .
｢自分の心を低 い視線で謙虚な所に置くと , 優し い 心が
見えてくる｣ と い う人も い る .
専門領域を離れ , 新たな出合 い に半ば迷 い , 半ば心に
基
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｢優しさ｣ をと い い 聞かせ乍ら の福井往還十年は, 私に
も地域社会 へ の奉仕が どうにか出来て るかなと いう自惚
れと自信を作 っ てくれた . 特 に衛研で の 厚生行政 (感染
症 , 食品衛生 , 保健情報等) は割に簡単にこなせ たが ,
福井地域特有の 原発関連環境放射能監視業務には初め戸
惑 っ た . 然 し, 幸 い にも同じ職場の 金大理薬工出身の ベ
テ ラ ン諸君の 御薗で何とか なる様にな っ た . こ れ ら の経
過で , 他 人 へ の ｢心の優 しさ｣ と共に自ら の心を鞭打 っ
た原動力が次の 二 つ の 東西 の詩 であ っ た.
一 つ は, ｢老牒, 糎 に伏すとも, 志, 千里 に在り, 烈
士 の暮年, 壮心巳まず.｣
(曹操, 歩み て夏門を出づる行,. 207年),
二 つ は , ｢ 青春と は人生 の ある時期の こと で はなく,
心 の持ち方を い う. 歳月は皮膚に披を刻むが , 情熱の消
滅は魂に披を刻む. 六十才であらう と, 十六才であらう
と , 人の胸には驚異に魅かれる心, おさ な先の ような未
知 へ の探求心 , 人生 へ の 塞きざる興味がある . 自然に村
し, 人 に対し, 神に対し , 美 しさ, 喜 び, 勇気, 崇高さ ,
力 を感じとる ことが出来る限り, そ の 人は青春に住んで
い る .｣
(八十才の 歳月の 高 み に て , サ ム エ ル ･ ウ ル マ ン ,
1920年)
何れも齢を感じ萎えんとする心を奮 い 立たす気概を示
して い る. こ れ らを意識し つ つ , 大学を経れ て十年過し
た私も , 昨 19 9 7年 , 叙勲 の 通知 を頂 い た . 叙勲 に は
様々 の 見方もあるが , 年の順 で 漸く諸先輩の 跡に つ けた
と いう安堵感に加えて , 人 々 の協力支援を感謝した . そ
して 今う敷 こ の叙勲を汚さな い過し方も考えさせ られた .







方で ある . そ こ に は, 隠居ながら , ｢日残り て 未だ昏る
るに達し｣ とし て , 受 ける港内の もめ ごと処理 に , ｢ 老
牒｣ ながら ｢青春｣の 血を頼らし て年寄りの 冷水とささ
やか な反省の中 に , 人生 の 機微に ふ れ , ｢心 の 優しさ｣






と思 い つ つ 過して い る .
